
日本 にお ける中 国商 館 テ ー ラ ー,ド レス メー カ ーの形 成

中 山 千 代

1.は じめ に

本学海外研修制度 による中国留学(1982年

度)の 研究題目 「服飾文化日中交流史研究」に

は,二 つの目的があった。一は,古 代服飾様式

の日中比較によって,和 服の形成を同一文化圏

に探究 し,一 は,開 国後の日本に洋服商館 を開

いた中国のテーラー(男 子洋服裁縫業)と ドレ

スメーカー(婦 人洋服裁縫業)の 現地調査であ

った。本拠を北京大学から北京師范大学,上 海

9rﾟ范学院(1984年 から上海師范大学と改称)に

移 し,中 国社会科学院歴史研究所の沈从文教授

指示の訪問表たよ'り,福 州1・南京 ・鎮江 ・武汲

(漢)・ 江 陵 ・長 沙 ・邦(鄭)州 ・洛 阻

(陽)・ 西安 ・苣(蘭)州 ・導魯木斉(斉)・

沈陌(瀋 陽)の 史蹟 ・博物館 ・図書館を尋ねた。

このほか,北 京大学で承徳と大同の見学旅行が

あり,上 海リ市范学院では杭州旅行に招待され,

約2カ 月半つつ滞在 した北京と上海を加えると,

計17城 市 となった。

古代服飾については,紀 元前3-4世 紀の江

陵楚墓をはじめ,1世 紀の長沙馬王堆漢墓,わ

が国の平安時代にあたる福州南宋黄昇墓等,多

数の出土服飾は,ま ことに驚異的であった。こ

れらの古墓は数千基も発掘され,墓 室壁画も10
噛数カ所発見されている

。今後の発掘 も,予 想以

上のものがあろう。和服形成の ミッシング ・リ

ンク解明はこれらの出土服飾に,可 能性 を求め

たい。

日本の開港地に渡来 して,日 本人より早 く開

業 した中国商館につ いては,本 学 『研究紀要』

第23集,「JapanDirectoryの 研究一洋服業形成

史料として一(2),1979.」 の補充及び現地調

査を行った。中国の史料 は革命以前のが北京档

案館に,革 命以後のは南京档案館に収蔵されて

いる。しかし,商 工関係史料はない。ディレク'

トリイは,北 京 ・上海 ・福州 ・沈阻の図書館 ・

研究所に数冊保存されていたので,「 ディレク

トリイ所在表」に挿入 した。『上海の商工史料は,

上海社会科学院歴史研究所 ・上海図書館 ・上海

師范学院図書館所蔵本を調べたが,戦 前の文献

目録掲載本の多 くは,相 次ぐ戦乱に失われてい
シ　ジヤ　ホイ

る(1)。しか しs新 聞 ・雑誌類 は徐 家 江天主堂

蔵書楼 に蒐集されているという。徐家江は明朝

の重臣徐光啓が崇禎帝か ら,出 身地上海に賜っ

た地 で,こ こに葬 られている。マテオリッチの

高弟徐光啓の子孫はこの地に住み,上 海天主教

の中心であった。地名も,そ の由来を伝えてい

る。清朝のキリス ト教厳禁時代 を経て,1814年

の黄浦条約に布教の自由を獲得 した上海天主教

は,47年(道 光27日本,弘化4)に,こ の教会を創建 した。二

本の尖塔が讐える美 しい ゴシック式教会 ・学

校 ・天文台 ・博物院 ・洋風花園のある徐家:江に,

近代文化が開かれた。蔵書楼所蔵本はマテオリ

ッチ以来の宣教師が蒐集 した図書を中心に,'約

30万冊に達するという。日中戦争後,再 び荒廃

したが,解 放後復興 され,現 在は上海図書館所

属となっている。しか し,公 開されていない。

新聞 ・雑誌も痛みが激 しいため,閲 覧を許 され
コピ　

ず,復 印可能の時機まで待たねばならない。戦

前,上 海歴史地理研究会の沖田一氏は,蔵 書楼

に入って日中往来史料を筆写 した。羨望の図書

を見るため,種 々な困難を克服 して,宣 教師テ

イ トー師の知遇を得た沖田氏のことを,史 料研
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究中に発見 したが,同 氏の消息はわからなかっ

た。上海師范学院歴史教官王鋒全先生の蔵書中

に,沖 田一著 「日本 と上海」 があり,全 文 コ

ピーすることができたが,先 生も著者について

は御存知なかった。帰国後偶然にも,デ ィレク

トリイ共同研究者重久篤太郎先生の知友とわか

り,京 都伏見 に沖田氏を訪問 した。しかし,上

海引揚の際,す べて持ち帰ることはできなかっ

たので,放 棄 されたという。

日本における中国 ドレスメーカーのルーツ,

上海業界調査は,中 国人民対外友好協会上海市

分会a.)援助によって行われた。同協会の楊路副

秘書長は,日 中協会白西紳一郎事務局長から送

られた上記論文を翻訳しそ読まれ,中 国でまだ

行われていない研究分野であるからと,援 助 を

約されたためである。

.中国各地での研究について,御 指導 ・御支援

を賜った諸先生各位に,厚 く御礼申し上げる。

2.中 国における洋服裁縫西洋商館

の成立

明治初年にわが国に渡来 した中国のテーラー,

ドレスメーカーについては,本 国の業界成立状

況から考察しなければならない。さらに,業 界

成立の前提として,在 留西洋人の衣服需要によ

る西洋商館開業から,中 国人が技術伝習の段階

を経ることは,わ が国の洋服業形成 と同様であ

る。また,西 洋人居留地が租界であることも,

わが国と同じ状況であった。

中国の開港は日本よ、り早 く,1842年(道 光22文化13)の

南京条約によるものである。アヘン戦争に敗北

した清朝は,南 京でイギリスと講和条約を結 び,

香港を割譲し,以 前から外国貿易を許していた
アモイ ニンポウ

広 州 に加 えて,廈 門 ・福 州 ・寧 波 ・上 海 の五 港

を 開 い た。翌43年 に は五 港 通 商規 程 が定 め られ,

これ に 準 じて,ア メ リカ をは じめ ヨー ロ ッパ 諸

国 と も調 印 した 。各 開港 地 で は,自 国 の権 益 を

守 る租 界 が設 け られ た。 イギ リス は さ ら1ご,第

二 次 アヘ ン戦 争 と い われ るア ロ ー戦 争 を起 し,

要 第29集 ・

北 京 条 約 に よ っ て九 竜 を割 譲 させ た 。 次 に は,

香 港 保 護 の た め に と,98年(光 緒24明治31)に,九 竜 半 島

全 域 を99年 間 イ ギ リス の租 借 地 と した 。.天 然 の

良 港 香 港 は南 ア ジ ア交通 の要 衝 に あ た り,イ ギ

リス の 開 港 に よ っ て発 展 した 。1861(咸 豊11文久元)の香

港 商 館 数 は200を 超 え,上 海74,広 東42,福 州

30,廈 門16に 対 し て,は る か に 優 位 で あ っ

た(2)。

香 港 に開 か れ た61年 の商 館 に,帽 子 製 造 ・婦

人 洋 服 裁i縫 業,MillinerandDressmakerの

「ミ ス ・ガ レ ッ トMissGarret」(皇 后 大 道

Queen'sRond),「 ミ セ ス ・ バ ー ス トMrs.

Hust」(体 典 乍 街pottingerstreet),厂 ミセ ス ・

ル ナMrs.Lunna」(伊 裡 近 街ElginStreet),

「ミス ・ミル ズMissMilIs」(皇 后 大 道)
,「 ミ

セ ス ・ウ イ ン ベ ル グMrs.Winberg」(皇 后 大

道)が あ った 。 ドレス メ ー カ ー6商 館 に対 して,

テー ラー は ま だ な か っ た。 男子 服 は輸 入 商 が 扱

う こ と もあ り,各 自船 便 で本 国 か ら取 り寄 せ た

りす る の は,後 の横 浜 の状 況 と同 じで あ ろ う。

帽子 と婦 人 服 は現 地 での 需 要 が 多 い た め,テ ご

ラー よ り早 く開 業 さ れ て い る。 「ミス ・ガ レ ッ

ト」 は マ ネ ー ジ ャ ー の ミ ス ・ボ ネ ッ トMiss

Bonnett以 下5名,「 ミス ・ミル ズ」 は4名 の

裁 縫 師 が いて,大 き くは な い が,専 門 店 の形 態

が 整 って い る(3)。

62年(同 治元文久2)に は,「 ミス ・ガ レ ッ ト」 「ミス ・

ミル ズ」 が続 くだ け で,他 の 三 店 はや め て い る。

新 た に 「ミス ・,ノ ブ ラMissNovra」 「マ ー シ

ュ,ボ イ ヤ ー 商 会Marsh,Boyer&Co.」 が 開

業 した 。4店 と も,中 心街 の 皇后 大道 に集 中 し

た 。 厂マ ー シ ュ,ボ イ ヤ ー商 会」 は男 性2名 の

共 同 経 営 で あ る が,H,マ ー シ ュ は本 国 に い る

資 本 家 で あ って ゴ 現地 の経 営 に ボ イ ヤ ー が あ た

っ た(4)。 ミ リナ ー は 女 性 で あ るが,経 営 者 は

男 性 で あ る例 を見 る こと が で き る。 この よ うな

商 館 は,・女 性 ミ リナ リイ よ り規 模 が 大 き い。

商館 名 は,経 営 者 の名 で 呼 ばれ て い る。 ま た,

中 国人 が読 め る よ う に,発 音 に相 当 す る漢 字 を
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あ て は め た(5)。 こ れ は 租 界 の 方 が 早 く,香 港
　　ロ　ロヒ

で は64年(聽 晃)から行 わ れ た 。 同年 に は,「 加 律 。

ミ ス ・キ ャ レ ッ トMissCarrett」 が あ り,

「マ ー シュ
,ボ イヤ ー 商会 」 は ボ イ ヤ ーが退 き,

「マ ー シュ 商 会」 と な っ.た。 マ ー シュ は や は り

来 島 せ ず,ジ ョー ジ ・ビ ッ グ ス ビ イGorge

Bixby夫 妻 が 経 営 し た 。 裁 縫 師 は女 性3名 だ

け にな り,婦 人 帽子 店 に変 っ た よ うで あ る 。新

規開業は,「礬奨帯建妛叢聖笥。ベーカー商会
　　れっ　　

Baker&Co.」,「 辨 匿 。 ボ ネ ッ ト商 会Bonnett

&Co.」 で あ る 。 「ベ ー カ ー 商 会 」 は,S.W.

ベ ー カ』 経 営 の 生 地店 が2名 の 女性 裁 縫 師 を置

い て,ド レス メ ー カ ー を 兼 ね た。 「ボ ネ ッ ト商

会 」 は,「 ミス ・ガ レ ッ ト」 の マ ネ ー ジ ャー,

ミス ・E.ボ ネ ッ トが 独 立 開 業 した 店 で あ る。

4商 館 と も皇 后 大 道 に あ っ た(6)。65年(廳 亮)に,
　 　 　 　　　　ヨ　ロ　　ト 　　　

「杯 雹 亜 力 山地 利 。 ボ イ ヤ ー,ア レキ サ ン ダ'

BoyerAlexandre」(咸 靈 頓 街Wellington

Street)が 開 業 して,5商 館 に な っ た(7)。67年

《廳1)に は,「H.マ ー シ ュ」が 開業,再 び4店 に

な っ た(8)。 租 界 の女 性 は夫 ま た は父 に 随 っ て

帰 国 す るの で,短 期 開業 が 目立 つ 中 に 「ミス ・

ガ レ ッ ト」 と 「ミス ・ボ ネ ッ、ト」 だ けが,10年

の 安 定 を保 っ た。 男性 の商 館 も期 間 が 短 く,植

民 地 初 期 の 小 企 業 は,永 続 性 に欠 け て い た。

香 港 テ ー ラ ー の最 初 は,1864年(同 治3元治元)の開業

の 「ラ ダ ー ゲ,エ ー ル ケ 商 会 。Ladage,Oelke

&Co.」 で あ る。46年(難 勧,ド イ ツ,ハ ンブ

ル グ に 開 業 し た 同 商 会 は(9),イ ギ リス の 植 民

地 に 進 出 し た。.経 営 者 のW.ラ グ ー ゲ とD.

.エー ル ケ はハ ン ブ ル グ に 居 り,メ ンバ ー は マ

ネ ー ジ ャ ー以 下7名 で あ る(10)。 翌65年(騰 羌)に
　 　　　 　　　

は,漢 字 名 を 「阿 厘 架」 と した(11)。 同 店 は そ

の 後,上 海 及 び 日本横 浜 今進 出 す る。

香 港 の 市 域 開 発 が 進 行 して,66年(同 治5慶応2)の人

口 は11万5,000名 に な っ た。衣 服 需 要 は増 大 し,

翌 年 に は,テ ー ラ ー の 開 業 が 相 次 い だ 。 ミ リ

ナ ー の 厂幵 時 。 マ ー シュ商 会 」 の新 経 営 者 ダ ヴ
　　ロヒ じ 　　ロ

ィ ッ ド夫 妻 は テ ー ラー に転 じ,衣 料 商 「扣 柳 臣 。

ミ ュ ラ ー,ク ラ ウ セ ンMUIler&Claussen」

壷 糠 畏 。 ウ ル マ ン,ア ル バ ー トUllm。n,
　　 　む　

Albert」 「卑 覚 。 セ イ ル,ピ ー コ ッ ク 商 会

Sayle,Peacock&Co.」 が デ ニ ラー に拡 張 さ

れ,皇 后 大道 の 中心 部 に開 か れ た。 南 方 の名 鳥

「卑 覚」 ピー コ ッ ク(孔 雀)と い う店 名 をつ け

たセ イル の 商館 は,木 綿 ・絹 地 ・男 女 の帽 子 ・

靴 下 ・メ リヤ ス類 等 種 々 な服 飾 品 を並 べ る テ ー

ラ ー で あ っ た。R.セ イル は本 国 に 居 り,W.J.

ス、テ リイSterryが 現 地 経 営 者 で あ6 .。裁 縫:師

11名 の い る 大 き い商 館 で あ っ た(12)。 後 に上 海

へ 進 出 し,神 戸 で 開 業 した館 員 もい る 。

上 海 租 界 は,1844年(道 光24弘化元)の英 中虎 門 条約 に

よ っ て設 定 さ れ た イ ギ リス租 界,米 中望 厦条 約

'によ る ア メ リカ租 界
,49年 儔業19)の 仏 中 黄浦 条

約 に よる フ ラ ンス租 界 は,黄 浦 江 沿岸 に建設 さ

㌔れ た 。63年(同 治2文久3)にイギ リ ス と ア メ リカ の租 界

は合 併 して共 同租 界 と な り,フ ラ ン スの 専管 租

界 と の二 租 界 に な っ た(13)。 租 界 は街 路 樹 を植

え た 広 い 道 の 両側 に,練 瓦 や石 造 の ビ ル デ ィ ン

グが 並 ぶ 洋風 都市 で あ る 。 こ れ ら、の建 造 物 は,

現上 海 市 の 中核 とな っ て い て,当 時 の景 観 を偲

ぶ こ とが で き る。

上 海 租 界 の 人 口 は,当 初43年(道 光23天保14)の25名 か

ら60年(離 売o)の569名 に,70年(靆1)の1,660名

に と,通 商 の 発 展 に随 って 増加 した 。 これ は共

同 租 界 工 部 局(政 庁)の 調 査 で あ るか ら,仏 租

界 人 口約400名(65年 度)を 加 え る と,2,00Q余 名

に な る(14)。 植 民 地 香 港 に比 して 上 海 租 界 の規

模 は 遙 か に小 さい が,香 港 と同 様 に61年(咸 豊ユ1文久元)
　　　　ロ　イ　　

に は,婦 人 帽 子 と 洋 服 の 商 館 「祥 豊 。 ミ セ

ス ・ マ ー シ ュMrs.Marsh,millinerand・dress

maker」 が あ っ た 。 但 し,香 港 の6商 館 に 対 し,

1商 館 だ け で あ る(15)。 翌62年(駿12)に 同 商 館
　に　　　イ　　

は無 く,ミ リナ ー ド賑 房 。 ミセ ス ・ク リフ ト

ンMrs.Clifton」 が 開 業 し た。 彼 女 の夫S.ク

リフ トンは,ク リフ トン商 会 の オ ー ク シ ョナ ー
　　ト　　ロ　

auctionerで あ る(16)。65年(騰 先)に は,「 拾 臣 。

Wm.ワ トソ ンWatson」 が 開 業 し て2商 館 に な

一17一



研 究 紀 要

っ た。 両 店 と も,婦 人 帽 子 と生 地 の店milliner

anddrapersで あ っ た。 同年 に,ク リフ トン は

横 浜 へ 衣 料 商 「サ ム エ ル ・ク リフ トンSamuel

Clifton」 を 開 き,同 店 の ミ セ ス ・ ピ ア ソ ン

Mrs.Pearsonと 上 海 店 の ミス ・キ ッ ドMiss

Kiddは 横 浜 最 初 の ドレス メ ー カ ー と な っ た(17)。

しか し,上 海 本 店 の 厂ク リフ トン」は,67年(同 治4慶応元)

に閉 業 して い る。 同年 に は,前 年 か らの 「控 臣 。
　　　ぬ

ワ トソ ン」 と,新 開 業 の 「泰 安 。 デ ー ト商 会

Dato&Co.」 の 二 商 館 が あ る(18)。70年(飃1)に
コ 　じ 　く　ロ　 ぜ

は,「 楽 士 。J.H.ペ ン ロ ー ズPenros
,'millin一

の 　 　ぬ むロ

eryanddraperyroonis」 「弥 紗 。 ミ ス ・シ ョ ル

MissSholl.millineryandgeneraldreapary」

　　ユロ　　
「活 完 。 ミセ ス ・ ウ ッ ド ワ ー ドMrs,Wood-

ward,millineryanddressmaker」 の 三 商 館 と

な っ た(19)。

上 海 の テ ー ラ ー も香 港 と 同 様 に,ド レ ス メ ー
　 ロ　 　

カ ー に遅 れ て 始 ま った 。1865年(騰 売)に,`「士 架 。
　 　　　　　

セ ガ ー ル 商 会Segar&Co.」 「泰 記 。J .タ イ キ

イ商 会Tigke&Co.」 の2商 館 が 開業 した(20)。

67年(同 治6慶応3)には,香 港 の 「ラ ダ ー ゲ,エ ー ル ケ

商会 が進 出 して来 た。 責 任 者 は,ジ ュ リア ス ・

ペ ル ゼ ルJuliusPelzerで あ る 。 同 年 の テ ー

ラー は,こ の 厂ラ ダー ゲ,エ ー ル ケ 商 会 」 と

「士 架
。 セ ガ ー ル 商 会 」 の2商 館 だ けで あ っ

た(21)。70年(飃1)に は,「 畿L詑 。C.ジ ャ ンキ ー

商 会Jank,&C。1」 「糶 潴 巍.ラ グー 拭
　ロト　　

エ ー ル ケ 商 会 」 「副利 。 ホ ー ル,ホ ル ツ,
　　ザ 　 ロ　　 　　セ　

HaLL&Holtz」 「些 原 公 司 。Lセ イ ル 商 会

Sayle&Co.」 と4商 館 に増 加 し た。 「ホ ー ル,

ホ ル ツ」 は船 具 商 が テー ラ ー に の り出 し,「 セ

イ ル 商 会 」 は 香 港 テ ー ラ ー 「卑 覚 。 セ イ ル,

ピ ー コ シ ク商 会 」 の進 出 で あ っ た(22)。 独 商 と

英 商 は上 海 で も鎬 を削 り,活 気 を呈 した 。

香港 と上 海 以 外 の開 港 地,厦 門 ・福 州 ・広 東

の 居留 者 は少 な く,ド レス メ ー カー)テ ー ラ ー

の 商館 は ま だ無 い。
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3.中 国テ ーラ ー,ド レス メー カ ー

の成立

中 国 テ ー ラ ー の 商 館 名 が 記 載 さ れ た の は,

1867年(同 治6慶応3)版 の 「ChinaDirectory」 で あ る 。

「1istoftheprincipalChineseIlongsand

ShopsinHongkong」 の 項 に,テ ー ラ ー の
ヨむ　し　 　 ね　　　　のロ　

「開利」と 「同 昌 」が挙げられた。同誌がそ

の後 も掲載する 「与西人貿易香港華商人名録」

によって,香 港の中国テーラー成立 を知ること

がで きる。最初の中国テー ラー,「 開利」「同

昌」の開業年は明らかでないが,67年 をあまり

逆のぼることはないであろう。同年 は西洋人

テーラー開業後4年 にすぎず,中 国人の技術収

得には,数 年間が必要である。また,同 年の西

洋人テーラーは5商 館に伸長 し,彼 らの衣服需

要増大期に,中 国テーラー開業が行われたので

ある。両商館は香港の中心街皇后大道に開かれ

た。

70年(同 治9明治3)には,・ 開 利 、rH饌gc醤9」 「驪 、

rN講C營 」rN鱸9」 「盤C筥9」 「橇 琶」 「深轄9」

の八店になった(23)。彼らのほとんどは西洋商

館の出身者であろうが,西 洋人テーラーが多く

なれば,技 術修得の種々な機会を得ることがで

きる・。香港に増加 した中国商人は,67年 の480

人から70年の476人 へと,陶 汰の現象 を示 し始

めている。しかし,テ 」ラーは激増 した。同年

の建築大工,椅 子製造業開業に見 られるように,

新技術習得から独立への時機はこの頃であった。

西洋人の在留生活用品は中国商人か ら提供され,

彼 らの生活は便利になった。中国テーラーの成

立に対 して,西 洋テーラーは減少する。上海へ
し　　 　コ　ム　 　 　ザ 　　

出店 して,経 営 強 固 な 「辣 打 治」 と 「些 厘」 が

継 続 す る だ け で あ る。 以 上 は香 港 の 中 国 テ ー

ラ ー成 立 の 状 況 で あ る が,デ ィ レ ク トリー に採

録 さ れ て いな い ドレス メ ー カ ー に つ い て は,不

明 で あ る。

香 港 以 外 の 中 国 テ ー ラ ー につ い て は,明 らか

で な い が,西 洋 人 テ ー ラ ー の発 展 した上 海 で は,
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香 港 と同 様 な中 国 テ ー ラ ー の成 立 が 可能 で あ る 。

ま た,20世 紀 初 期(明 治 後 期)の 日本 に,寧

波 ・広 東 テー ラー が渡 来 して い るの で,両 地 の

中 国 テ ー ラ冖 成立 が確 認 で き る。.し か し,そ の

成 立 は,香 港 ・上 海 よ りも か な り遅 れ た 時期 で

あ ろ う。

上 海 ドレス メー カ ー につ いて は,日 本 に伝 聞

が残 され て い る。 そ れ は,日 本 渡 来 の 上海 ドレ

ス メ ー カ ー出 身者 に よっ て伝 え られ た 。 そ れ に
シ　メン ソウチンラン ヨウ

よ る と,上 海 西 門 に 「曹 慶 蘭 」,宝 寿 山 に 「裕
シン

興」があった。曹慶蘭は天主教信者であった。

天主教の教会で女性から洋服裁縫を伝習し,ド

レスメーカーを開き,上 海最大の店になったと
サイファンジョウ チャンフォァティン

いう。同店出身の 蔡 芳 州 と張 鶴 亭 が来 日

し,蔡 芳州の最初の弟子石塚亀太郎及び張鶴亭

弟子張金生の伝えるところである。中国人の洋

装店が2-3軒 あったという西門は,現 西門路

にある。広い道路の交差点西側に既製婦人服店

があるが,解 放後の新 しい店であった。天主教

の教会は,前 述の徐家江カソリック教会である。

「裕興」 は ドレスメーカーとして繁栄したが,

衣料雑貨店に拡張 したことから失敗 して,閉 業

したという。同店出身の阿銀,老 郷,周 瑞卿が

神戸に開業した。周瑞郷子息周楯の伝えるとこ

ろである。横浜に開業 した中国人洋服業者は,

横浜刊行のディレクトリイに採録されている。

『Japan且eraldDirectory』 『JapanGazett

Directory』 を中心 とし,そ の他のディレク ト

リ及び日本側史料によって,厂横浜中国人洋服

業者表」(1)一一6を 作成 した(前 掲 、『紀要論文』

掲載)。本表によって,来 日年月 と氏名が一覧

できる。しかし,彼 らの出身商館は,現 在の日

本業界に系譜を残 した 「曹慶蘭」 と 厂裕興」の

存在が判明するだけである。

上海 ドレスメーカー調査1982年8月 。中国人

民対外友好協会上海市分会楊新隼先生の案

内による。
ベ ルモン

培夛蒙 南京路に古いテーラーが続いている

というので,調 査に加えた。同店は1936年(昭

和11)開 業の紳士洋服店である。現在,上 海で

最も古い店の初代テーラーの名は,伝 えられて

いない。陸成法と李佩鶴の古参職人を抱えてい

る。解放後の職人には定年制が定められ,55～

60才 で退職する。しかし,特 に優秀な技術を後

進に伝えるため,古 い職人を定年制から除いて,

残 しておくことができる。彼 らを古参職人 とい
ルウチヤンフア

う。 陸 成 法 は1918年(大 正7)生,65歳,寧

波 出 身 で あ る。 南 山 路 の フ ラ ンス人 経 営 男 子 洋 ・
タ　ツアン リ　

服店 「大 倉 」に,弟 子入 りして修業 した。李
ペイフア

佩 鶴 は1919年(大 正8)生,64歳,寧 波 出 身,

1936年(昭 和11),17歳 で 開 業 当初 の 「培 夛蒙

に 入 り,現 在 ま で46年 間 を経 た。 同 店 は一 階 が

生 地 販 売,2階 が オ ー ダ ー ・ル ー ムで あ る。 古

参 職 人 の い る技 術 優 秀 店 と して,繁 栄 して い る

(8月25日)。
ポンヂエ

朋街 現上海市最古の婦人洋服店は,「朋街」
フオンスゥォ

と 「鴻 朔 」 で あ る。 「鴻 朔 」 に は 古 参 職 人 が

居 ず,故 人 の店 主 は浦 東 出身 で あ っ た と い う以

外 に は,何 も わ か らな い と い う こ と で あ る。

「朋 街 」 は1930年(昭 和5)頃 ,イ ス ラエ ル人,

リ ッシナ(男 性)が 開 い た 。解 放 後,国 営 の ド

レス メ ー カー にな り,'現 在2名 の古 参 職 人 が い

る。 上 海 第 一 の 高級 洋 装 店 で 毒 る 。古 参 職 人 の
シイヂンフウ プートン

徐 金 福 は1916年(大 正5)生,67歳,浦 東 出身,
シエンヂンフウ

16歳 で 開 業 当 初 の 「朋 街 」 に入 っ た 。 沈 金 福

eSi1920年(大 正9)生,63歳,浦 東 出 身,南 京
フオンフア　

西路の 「鴻 発 」で修業した。1930年 代の婦人

洋服注文者は,西 洋婦人のほか,中 国人では音

楽家 ・文芸家 ・教育者 ・医師であって,特 に音

楽家が多かったという。栽断は立体栽断を親方

の仕事を見ながら覚え,或 は西洋人が持参する

服装の本で勉強 した。仮縫は幾度も行い,、上等

生地の場合は,別 布を用いた。見習子(徒 弟)

の年季は5～6年 で,・その間は給料が無 く,小

遣銭 を与えられた。年季終了の際には満期宴を

開き,親 方と先輩を招待する。費用は親が負担

する。親に負担能力が無い場合には,3カ 月分

給料 を親方から前借 した。彼らの職人制 は満期
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宴を徐いて,日 本とほとんど同じであった。但

し,お 礼奉公の習慣はなかった。(8月27日)。

上海服装研究所 国立の上海服装研究所(南
シイミンルウ

京路)服 装陳列室(実 民路197弄69号)で,古

参職員4名 を中心に座談会が開かれた。研究所

からは,次 の人びとが出席 した。服装研究所人
トゥアン シィアチヨウフウ

員,都 安(女 性)。 服装技士,夏 周 福 。古参
チヨンジもシヨン

技 士,邦 芝 声(1920年 生,63歳,寧 波 出 身,
イ　ヨンケイ

男 子 洋服 職 人)尹 永 璞(1917年 生,66歳,寧 波
シンフウシヤン

出 身,男 子 洋 服 職 人)宋 福 生(1921年 生,62
カンシュイビン

歳,浦 東川沙県出身,婦 人洋服職人)康 水斌

(1909年 生,74歳,浦 東川沙県出身,婦 人洋服

職人)。

服装研究所では,古 参職人を古参技士 という。

現在の技術者 に,工 程士,技 士,技 術員の三段

階がある。高等教育を受けた最高の技術者は工

程士と称 し,経 験5年 以上で国家試験に合格 し

た者は技士,そ の以下は技術員である。学制上

一般技術者養成は
,中 等教育課程の技術専門学

校で三力年行われ,職 場に配属される。デザイ

ンについては,工 業美術学院で学ぶことができ

る。縫製技術にも洋栽専門学校があるが,一 般

的には職場での技術向上がはかられている。そ

のため,定 年制を解えた古参技士が指導する。

古参技士の年齢は康水斌を除いて60歳代であ

り,1920年 以降の職人であった。康水斌は高齢

のため昔のことは忘れたというζとで,彼 らの

時代は 厂朋街」の古参職人の語った状況と同じ

であっ.た。1920年 以前の歴史は,伝 えられてい

ない。服装研究所は,縫 製技術の研究及びデザ

インとその基本理論の研究を目的とする。輸出'

服については,基 礎理論,栽 断 ・縫製の研究を

行い,仕 立技術に中心がおかれている。国内服

は改革理論,設 計(デ ザイン)理 論の研究 を主

とする。改革理論とは,生 活 レベルの向上 した

現在の女性美 を,洋 装に追求することである。

機能性を求めて進展 した日本の洋装化 とは,指

標が異っている。しかし,中 国側は日本の洋装

史報告に興味を示 し,座 談会は予定時間を変更
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して夕刻に及んだ。中国洋服産業中心地の上海

で,服 装研究所の指導力は,陳 列室に展示 され

ている男女洋服と,正 面に掲 げられた標語額に

象徴されている。「百花斉放 推陳出新」 には,

歴史研究が重要であるというのが,座 談会の結

論であったC8月27日)。
ナンホイシエンシンチヤ　ン

上海市浦東南江 県新 場 人民公社 上海洋

服 業 界 調査 に よ っ て,テ ー ラ ー の 出身 地 は寧 波,
ナンホイ ジンジヤ

ドレスメーカー出身地は浦東南江県と川沙県で

あることが判明した。これは日本へ来た ドレス

メーカーにも,共 通現象である。 日本の中国

テーラーは寧波 ・広東出身,ド レスメーカーは

浦東出身であった。日本での調査た、浦東とい

う地名が挙げられていたが,上 海調査で始めて

浦東の南江県 と川沙県であることがわかった。

ドレスメーカ、一のルーツ浦東調査には,浦 東一

上海一日本の系譜を明らかにし,歴 史の空白を

埋めることが出来るかもしれないという一縲の

望がある。来日ドレスメ「カーの出身地上海か

ら,さ らに彼 らの故里浦東を訪れるのは,年 来

の宿望であった。しかし,当 地は未解放地区で

ある。中国人民対外協会上海市分会の尽力によ

って,訪 問は許可されたが,一 地域だけに限ら

れ,南 江県か川沙県か選ばねばならない。事前

間合せも,不 可能であった。案内役の協会楊新

隼氏の調べによると,上 海には南江出身者が多

いらしいということで,当 地に決定された。

上海からタクシーで約1時 間の南江県の新場
クウ

人民公社に到着 し,当 地の人民政府辨公室の顧
ジヨンナン ルウゴアンドウ

中南氏,人 民公社の陸 廣 徳氏,服 装丁(庁 〉
ニイイエンゲン

長俛 炎 珍女史(陸 夫人)の 案内で公社の服装

工場を見学後,関 係者8名 の出席する座談会が

開かれた。服装工場は設備が整い,技 術的には・

人民公社服装工場中,最 も高いレベルであると

いう。製品のスーツ,ブ ラウス,ガ ウン等は,

アメリ'カ・オース トラリア ・フランスへ輸出す

る。既製服産業発展の姿を示す工場には,来 日

ドレスメーカーについての記憶は残っていない。

人民政府にも,解 放前の記録 は無い。昼食の円
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卓に所せましと並べられた十数皿の御馳走は,

すべて当地産の材料が用いられていた。殻物 ・

野菜 はもとより,魚 類さえも養殖 し,自 給自足

体制は豊かである。畑には棉の花が咲き誇 り,

各種の作物が豊かに実って風にゆれている。清

朝末期の窮乏した農村から流離する少年の姿が

髣髴 し,故 郷を思 って泣いたという ドレスメー

カーたちの幼い頃が偲 ばれる。豊饒の地を眼前

にして,そ れは鎮魂の訪問であった。川沙県も

同様な状況であると説明された。帰途通過した

川沙県に心を残 しながら,浦 東を去 らねばな ら

なかった(8月30日)。

4.日 本 にお け る中国人 テ ーラー,

ドレス メー カー

中 国 洋 服 業 が 早 く開 か れ た香 港 は,日 本 か ら

遠 く,人 び との 交 通 も盛 ん で な か っ た。 日本 の

中 国 人 テ ー ラ ー,ド レス メ ー カ ー は,上 海 か ら

の渡 来 で あ る。 中 国 の 開 港五 港 中,上 海 は最 も,

日本 に近 く,江 戸 時 代 に は頻 繁 な交 通 が 行 わ れ

て い た。 香 港 か ら上 海 へ 進 出 した西 洋 商 館 も,

次 の 目標 は 日本 の横 浜 で あ った 。

日 本 で 開 業 し た最 初 の 中 国 人 テ ー ラー は,

1868年(明 治 元)の 横 浜 居 留 地81番 「ワー ・シ

ンWaShin」 と,165番 「ク ア ン ・チ ョ ン

QuangCh・ng・ 砺 る(24).「 ワ ー ・シ ン・ は

81年(明 治14)ま で,「 ク ア ン ・チ ョン」 は85

年(明 治18)ま で続 い た 。 ドレス メー カー の 開

業 も横 浜 に行 わ れ,77年(明 治10年)の106番

「チ ン リ イChigly」106番 「サ ン ・ム ンSun

Mun」164番 「オ ー ・.ウィ ンWoWing」 の3

店 で あ る(25)。3店 と も,79年(明 治12)ま で

続 い た。 中 国 人 テ ー ラー は西洋 人 テ ー ラ ー開 業

後 に,進 出 して来 た。 ドレス メ ー カ ー開 業 は,

さ らに10年 お くれ て い る。77年 の横 浜 居 留 西 洋

婦 人 数 は,198名 と な っ た(26)。軍 服 ・官 員 服 ・

制 服 等 の 大 量 需 要 の あ る男 子 洋服 と異 な り,ド

レス メ ー カー の顧 客 は西 洋 婦 人 だ けで あ る 。 そ

の増 加 は,ド レス メ ー カ ー開 業 を促 した 。西 洋

人 ドレス メ ー カ ー も5商 館 に増 加 した が,わ が

』国 の婦 人洋 服 業 者 は1 ～2店 にす ぎ ない 。77年

(明治10)頃 に横 浜 に 開業 した 「飯 旧鉄 五 郎 」 は,

中 国 人 商 館 出 身 と伝 え られ て い る(27)。 出 身 商

館 名 は 明 らかZな い が,中 国 人 か ら 日本 人 へ の

最初 の技 術 伝 習 と して,注 目 され る。

中 国 人 テ ー ラー は77年(明 治10)に11,79年

(明 治12)に13と な り,急 激 に増 加 した。 ドレ

ス メ ー カ ー も,5に 伸 長 した 。西 洋 人 テ ー ラ ー

5,ド レ ス メ ー カ ー4で あ っ て,中 国 人 テ ー

ラー は西 洋 人 テ ー ラ ー よ り8多 く,ド レス メ ー

カー も1多 く,西 洋 人 を凌 駕 した。 しか し,80

年(明 治13)か ら92年(明 治25)ま で停 滞 し た。

テ ー ラ ー は5以 上伸 長 で き ず,ド レス メ ー カ ー

は0に 落 ち こ ん だ(28)。 こ の 間 は,鹿 鳴 館 洋 装

流 行 期 で あ った 。 明 治 政府 が 欧化 政 策 に強 行 し

た貴 族 上 流 社 会 め 洋 装 は,・西 洋 人 と 日本 人 の業

者 を伸 長 させ た。 しか し,海 外 か ら渡来 す る西

洋 人 の 開業 は限 度 が あ り,こ の 好 機 を掌 握 した

の は,日 本 人 業 者 で あ っ た。 技 術 伝 習 開始 後 数

年 を経 て,独 立 開業 す る者 が輩 出 した。 外 国商

館 出 身 者 も同様 で あ る 。彼 らの 多 くは東 京 に 開

業 し,80年(明 治13)の35店(婦 人 洋 服 店 判 明

数1)か ら,87年(明 治20)に は130余 店(婦

人 洋 服 店 判 名 数14)に 激 増 した 。 しか し,鹿 鳴

館 洋 装 の貴 族 性 は,中 国商 館 に発 展 のチ ャ ンス

を与 え ず,日 本 人 業 者 の膨 張 に よっ て,凋 落 を

招 い た の で あ る。

鹿 鳴館 洋 装 がナ シ ョナ リズ ムの攻 撃 と条 約 改

正 の失 敗 に よ っ て挫 折 した後,中 国 商館 は再 び

伸 長 した 。 日清 戦 争 に も拘 らず,伸 長 を続 け,

1911年(明 治44)に は,テ ー ラ ー25,ド レス

メ ー カ ー1,テ ー ラー ・ア ン ド ・ ド レス メー

カ ー9の35店 と な っ た(29)。 日本 人 業 界 は絶 対

的 優 位 を確 立 して い た が,中 国人 が これ に次 ぎ,

西 洋 人 業 者 を圧倒 した 。 明治 後 期 洋 装 は舞 踏会

服 で は な く,ブ ル ジ ョワ ・モ ー ドの生 活 様 式 に

発 展 した。 男 子 服 はサ ラ リー マ ンの職 業 服 に寉

着 し,在 留 西 洋 人 の 増 加,観 光 客 の 日本 製 洋 服
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購入 などからも,需 要が増大 した。この大量需

要期 に,中 国業者 は高い技術的評価を獲得 した。

元来器用な資質は,裁 縫 ・料理 ・理髪などの職

業 に顕著である。広東テーラーと上海 ドレス

メーカーには,特 に技術的信用が高かった。彼

らの店は店主の出身地を記した看板を掲げるだ

けで,技 術上の信用を得ることができた。

明治後期洋装に,中 国テーラー,ド レスメー

カーの評価 を築 いたのは,横 浜 山下町189番
サイファンジョウ

「雲記」の繁栄であった。店主 蔡 芳 州(旧 名
サイユンケン フオンルイチン

蔡 雲 卿,商 売 用 氏 名 黄 瑞 慶)は,上 海 浦 東 出

身 で あ る。 上 海 の 「曹慶 蘭 」 に弟 子入 り して,

技 術 を習得 した 。1895年(明 治28)に 来 日 し,

「雲 記」(な つ か しい 故 郷 で の 旧 名
,蔡 雲 卿 か

ら,雲 字 を用 い た)を 開 い た。洋 服 裁 縫技 術 優

秀 な彼 は,ま た勤 倹 力 行 の 人 で あ っ た。 船 大 工

の二 階借 りか ら始 め た店 は,彼 の努 力 に よ って

時 流 に乗 り,次 第 に発 展 した 。 明治 末 年 に は,'

山 下 町80番 の ビ ル デ ィ ン グ を 占 め,小 僧(弟

子)30名,職 人30名,店 員 ・番 頭 を加 え て80～

100名 を擁 し,空 前 絶 後 の 大 ドレス メ ー カ ー で

あ っ た。 宮 中 御 用 の 「マ ダ ム ・ロ ネMadame

Launei」 が1906年(明 治39)に,フ ラ ンス へ

帰 国 した後,同 店 に代 つて 内親 王 ・宮家 の洋 服

を調 製 し,前 田 ・鍋 島 ・大 隈 家 を は じめ,貴 顕

の 注 文 を受 け た 。 中 国 ・日本 の 職 人 は競 っ て

「雲 記 」 に集 ま り;名 人 とい わ れ る職 人 た ちが

き ら星 の よ う に並 ぶ 工 房 で あ っ た。 多 数 の 職人

を抱 え た 「雲 記」 の 賃銀 は,洋 服 職 人 日給 の 基

準 に され て い た 。1907年(明 治40)に 起 った横

浜 洋 服 職 人 の 同盟 罷行(ス トラ イキ)に,職 人

の 総 攻 撃 を受 け た の は,こ の ため で あ る 。

蔡 芳 州 の 来 日 は,同 郷 浦 東 人 の横 浜 ドレ ス
ヨン

メ ー カ ー 「栄 記 」 の 勧 誘 で あ っ た。 「雲 記」 を

,開 い た彼 は,弟 子 の半 数 以 上 を浦 東 人 でか た め

た 。 ま た,上 海 の 出 身 ドレ ス メ ー カ」 「曹 慶
チヤンフオアテイン

蘭」の弟弟子 張 鶴 亭 を呼びよせた。張鶴亭
フウチヤン チャンヂンシヨン

は 「福 昌 」 を 開 き,従 兄 弟 の 張 金 生 を呼 ん

だ 。 彼 ら は同 族 意 識 が 強 く,兄 弟,・従 兄 弟 ・同
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郷人 ・兄弟弟子 らの縁故者を呼びよせ,横 浜に

中国人 ドレスメーカーとテーラーの業界が形成

された。さらに,「雲記」 の繁栄に伴って,彼

らは横浜洋服の中心勢力となった。彼 らは団結

して値崩れを防止 し,従 弟制を強化 して,業 界

・の安定をはかった(30)。

しかし,企 業の規模が大きくなった中国人業

界では,親 方対職人の関係 は,労 使の対立関係

に変質する。1898年(明 治31)10月25日 に結成

された 「横浜日清同盟女洋服製造職工組合」(31)

は,中 国人と日本人の職人の大同団結であった。

これに対抗 して,「雲記」を中心 とする中国人

業者に日本人業者が加わって,「西洋女服裁縫

業日清同盟会」(32)が組織された。強固な同族意

識は親方間には機能するが,対 職人には破綻 し

た。しかし,1900(明 治33)の 待遇改善要求に

は,同 族団結の効力によって,親 方と職人が同

盟する変形的な 「第一回日清同盟会」が成立 し

た。その後,再 び労資の和解が破れ,遂 に同盟

罷行に突入 し,逮 捕者も出るほど過激な争議と

なった。'同族意識の強固な職人制によって発展

した中国商館 は,・最も伸長した時に,内 部予盾

が吹き出たのである。

中国商館はテーラーが最も多 く,ド レスメー

カーは少ない。 ドレスメーカーを補 うのは,

テーラー ・アンド・ドレスメーカーである。男

女洋服兼業は明治末に,西 洋人のテ「ラー商会

が婦人服部を併設するまで,中 国人独 自の業態

であった。日本の業界では,行 われていない。
タンイ　

中 国人 に と っ て は,唐 衣(中 国服)仕 立 業 と 同

形 態 で あ った 。 中 国服 は男子 ・女 子 ・子 供 服 と

も に,同 一 職 人 が 仕 立 て い た 。 但 し,テ ー

ラ ー ・ア ン ド ドレス メー カー の裁 縫 師 は,技 術

的 に異 な るテ ー ラー と ドレス メ ー カ ーの 両 職 が

お か れ る 。女 性 の背 広 型 上 着 は テ ー ラー 部 へ ま

わ す利 点 もあ り,両 種 を設 け る多 角 的経 営 は成

功 して い た。、大 ドレス メ ー カ ー 「雲 記」 もテr

ラー を3～4名 置 き,・デ ィ レ ク トリ イ に は,

テ ー ラ ー ・ア ン ド ・ ドレス メー カ ー と して,紹
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介されている。

中国人商館は日本の職人を多く傭い,日 本人

徒弟 もおいた。「雲記」の職人は高級服で腕 を

磨 き,彼 の経歴に声価を高める。年季5年 の徒

弟制はほとんど日本と同じであるが,日 本にな

いギル ド的親方饗宴が行われていた。満期宴と
タングオリヤン ヤンウエンヨン

いう。「雲記」出身の 「唐貴 良」 「陽 文 栄」

「福昌」 らが独立開業 した明治末年には,業 者

数が増大 して,横 浜洋服の一大勢力を形成 した。

「雲記」出身め石塚亀太郎 ・田中久吉 らは名人

といわれる職人になり,石 川政二 ・田畑年光 ・

野口浜吉らは技術優秀な ドレスメーカとして,

日本の洋裁技術を確立した。

「雲記」についての聞書抄

最初の弟子石塚亀太郎口述史料 明治29年 末,

日本 におけ る中国商館テーラー,ド レスメーカーの影成

満 足 させ た 。 ま た,50セ ン チ ぐ らい の枠 に厚 い

雲 記 に弟 子 入 した 当時,親 方 と二 人 で1銭5厘

の食 事 を した 。パ ン1斤2銭 で,昨 日 のパ ン を

買 う と1銭5厘 で あ る 。 それ を半 斤 つ つ 食 べ る

の で,一 人7厘5毛 で あ っ た。

当 時,シ ナ の80銭 は,日 本 の1円 に当 る。 親

方 は上 海 へ 帰 って,メ リケ ン針 を沢 山 買 って き

た 。 長1番25本 の メ リケ ン針 は,日 本 で7～8

銭,上 海 で は2銭 で あ った 。 同業者 に5銭 で売
ひと しん

っ て 喜 ば れ,親 方 は5～6千 円 儲 け て,一 身
ゼ よう

上 できた。

注文取の番頭が4～5人 いるようになってか

らも,親 方 は出かけて,番 頭全員の注文取 と,

親方一人が同 じくらいであった6

親方はクリスチャンで素行正しく,偉 い人で

あったが,仕 事にも根気があり,'裁 ちものは全

部親方が した。親方はドレスメーカーの神様だ

と,私 は思っています」

明治末の弟子田畑年光口述史料 親方の経営

方針はこまかかった。躾糸が落ちていると,拾

って袖にかける。朝,ゴ ミ箱を探 して針があっ

たら,掃 除当番は樫の棒でひっぱたかれた。

親方はごひいきの客の人体を作っておいた。

お客が来 られると,小 僧に人体を運ばせ,お 客

の前で人体 に合わせて ドレープを作 り,お 客を

木綿 を貼 り,フ リルを付けて重くしたものを,

奥から紐で小僧に引張 らせた。枠ごと動いて風

が起 り,仮 縫のお客はよい気分であった。

この頃,親 方は辨髪を切 り,洋 服を着た。ま

だ和服の日本人業者より,ハ イカラになった」

横浜以外の開港地では,在 留西洋人の多い長

崎と神戸に,洋 服商館が開かれた。両地とも西

洋人に続いて開業 したのは,中 国人であった。

ディレク トリイの中国商館採録は,香 港と横浜

にだけ行われたので,各 地の中国商館名は,地

元の業界系譜あるいは伝聞によって,知 るのみ

である。

長崎では明治初年に,テ ーラー 「トム」 「長

与号」が開業 していたといわれる。長崎最初の

ドレスメーカー坂田清吉の回想によると,1900

年の開業当初,反 対する中国人業者30余 名に,

路上で囲まれたという(33)。長崎 は上海 ・寧

波 ・広東に近く,中 国人は鎖国の江戸時代にも,

唐人町に多数居住 し,本 国とめ往来 も盛 んに行

われた。早 く開かれた上海の洋服業が波及 した

ことは,充 分考えられる。 しかし,開 港地の繁

栄は東京に近い横浜に移 り,洋 服業は興隆しな

かった。

1867年(慶 応3)に 開港 した神戸の在留西洋

人は,69年(明 治2)に185名 ジ79年(明 治12)

872,89年(明 治22)1,441,97年(明 治30)

2,042と 漸増 して,洋 服需要が伸長した(34)。
チイチャンハオ

最初の中国テーラー 「其 昌 号」 は開港まも

なく広東から来神 し,・多くの中国職人を使って

大正年間まで,外 国船員の服を中心に営業を続

けたという。次いで74年(明 治7)ご ろ開業 し
インシヤオヨウ

た 寧 渡 人 「応 紹 有」 は,69年(明 治2)に ス

キ ッ プ商 会 に招 か れ,職 人 と して 同 商会 に勤 め

て い た と い う こ と で あ る(35)。 しか し,「 ス キ ッ

プ ワー ス ・ハ モ ン ド商 会Skipworth'Hamond

&Co.」(英)の 神 戸 開 業 は,74年 で あ る か

ら(36),・応 紹 有 に 関 す る伝 聞 は この 後 の こ と に

な る 。 長 崎 ・神 戸 の 中 国 テ ー ラー は,西 洋 人
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テ ー ラー に次 い で 開か れ たが,ド レス メ ー カ ー

の 初 来 は 明 ら か で な い 。 後 の 業 態 に も テ ー

ラー ・ア ン ド ・ドレス メ ー カ ー が多 い の で,婦

人 洋 服 需 要 の少 い両 地 で は,初 期 の ドレス メ ー

カ ー 開業 は 困難 で あ った と思 わ れ る。

92年(明 治25)ご ろ,上 海 ド レス メ ー カー
ヨウシン ラオチン
「裕興」出身の老卿(老 人の尊称

,姓 名ではな
ア　イン

い)と 阿銀は,横 浜を経て来神 した。彼らは職

人として働き,開 業はしなかった。95年(明 治

28)に 二人を頼っで,弟 弟子の周瑞卿が来た。

彼 らは上海浦東人である。周瑞卿は中山手2丁
ルイ

目5番 地 に,「 瑞 記 」 を開 い た 。1907年(明 治

40)に,周 瑞 卿 が歿 し た後 の 「瑞 記 」 を合 併 し
シユン

た の は,「 順 記 」 で あ る(37)。 こ の 頃 ,テ ー
プアタイ フアロン

ラ ー に は 「其 昌号 」 厂和 泰 」 厂和 隆 」(広 東 人) ,

・爰簾」「筒聽 、嚀 波人)・雲 奮」「望 罷
ハ オ イ　タイチャン

号 」 「益 泰 昌 」(出 身 地 不 明)(38)な ど が あ っ た

が,ド レス メー カー は 「瑞 記 」 と 「順 記」 め二

店 だ け で あ っ た 。 「順 記」 は同 じ く浦 東 人 で あ

る が,出 身 の上 海 ドレス メー カ ー 名 は 明 らか で

な い 。彼 は兄 弟 子 阿 九 を頼 っ て横 浜 へ渡 航 し,

阿 九 の 尽 力 で 神 戸 に開 業 し た。 「瑞 記 」 合 併 後

繁 昌 し,徒 弟 ・職 人40余 名 の 同店 は,「 神 戸 の

雲 記 」 と称 さ れ た 。100余 名 の 弟 子 を養 成 し,

周 瑞 卿 の 子 息周 輝 楯 が 「瑞 記」 を再 興 した ほ か,

多 くの ドレス メ ー カ ー が開 業 して,神 戸 洋 装 の

基 礎 を確 立 した(39)。 第 二 次 世 界 大 戦 後,全 国

の 中 国 人 洋 服 業 減 少 期 に も,神 戸 ドレス メ ー

カrは,1975年(昭 和50)の 中 国人 テ ー ラ ー一56

に対 して,49の 勢 力 を維 持 し,ほ と ん どがr順

記 」 出 身 者 の 系 譜 で あ る(40)。

業 界 形 成 の 遅 い京 都 で も,神 戸 の 影 響 に よ っ

て,中 国 人 テ ー ラー が 先 行 した と い う(41)。東

京 は横 浜商 圏 で あ り,日 本 人 業 者 も盛 況 で あ っ

た た め,中 国人 商 館 の 開 業 は困 難 で あ る 。1897

(明 治30)頃,誰 一 の テー ラー ・ア ン ド ・ ドレ
ヨン シンチヤン

ス メ 「 カ ー 「永 興 昌 」 が あ っ た。 寧 波 テ ー

ラ ー張 某 が 開 き,西 洋 人 む け の 商 館 名 は 「ト

ム 」 と称 し た。 同店 の婦 人 服 部 に は,横 浜 「雲

第29集

記」 が 出張 して い た(42)。

むすび

中国人テーラー,ド レスメーカーは,清 朝末

期の貧 しい農村から,生 きる場所を求めて,華

やかな洋風都市租界へ流出した。租界の新技術

洋服裁縫を習得 したが,特 定の租界衣服需要で

は,下 積み生活を免かれない。彼らはさらに新

天地を求めて,明 治初年の.日本開港地へ渡来 し

た。アメリカにも多数渡っている。洋服産業中

心地サンフランシスコの裁縫所職工 は,中 国人

に占められていた。しかし,ア メリカ合衆国議

会 は1888年(明 治21)9月17日 に,「支那人米

制議案」を可決 して,中 国人渡米を規制 した。

アメリカ入国を制限された中国人は,洋 服業の

興隆する明治後期の日本へ流入 した。中国商館

の開業と閉業が激 しいのは,本 国及びアメリカ

の政情による流動であった。

上海浦東農村に生れた張鶴亭は貧困農家を出

て,上 海西門の ドレスメーカー 「曹慶蘭」 に住

込み,徒 弟となって技術を習得 した1横 浜へ行

って 「雲記」を開き成功した兄弟子蔡芳州に招

かれ,彼 も 「福昌」 を開業することができた。

1903年(明 治36),職 人8名 を使うようになっ

た彼は,甥 の張金生を浦東から呼び寄せた。張

金生の父は貧しい農家のため,分 家することが

できず,中 国服裁縫職人となったが,日 給8銭

で子供6人 を養う窮状であった。1887年(明 治

20)生 れの金生は,11歳 から父の仕事を手伝い,

17歳 の時,横 浜で成功した従兄弟を頼 って,家

を出たのである。

海外に生活を築かねばならなかった彼 らは,

同族 ・同郷人を集めて結束 した。農村共同体の

郷党意識は故国を離れてなお強固になり,異 国

生活の団結に効果をもたらした。そのため,日

本における中国 ドレスメーカーは,浦 東人に占

められた。この状況は上海でも同 じく,上 海の

中国人 ドレスメーカーは現在の古参職人に至る

まで,浦 東出身である。この系譜をたどれば,
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日本 にお け る中 国 商館 テー ラー,ド レス メ ー カ ーの 形成

上海で開業 した最初の中国人 ドレスメーカーは,

浦東人であろうか。彼 らの出身については明ら

かでないが,そ の後の張鶴亭,張 金生らの実情

か ら推定することは可能であろう。テーラーが 、

上海では寧波人,日 本では寧波人,広 東人であ

るのも,開 港地に成立したテーラーの郷党団結

であった。但 し,上 海浦東のような特定地域の

有無については,明 らかにできない。また,他

職の郷党意識はどのような結果を示 したか,洋

服職と比較できれば興味深い問題である。

日本に発展 した中国のテーラー,ド レスメー

カーは,日 本の職人を傭い,日 本人徒弟を養成

した。中国商館の技術的信用は彼 らにも及び,

業界 はもとより顧客か らも高い評価を得た。毛

皮 と馬乗スカー トの仕立は,西 洋商館の技術で

あるが,中 国商館と出身者は,注 文を取ること

ができたという。中国商館は西洋商館と並び,

日本の洋服裁縫技術を高めた。

中国商館 は香港と横浜だけがディレク トリイ

に採録 され,商 館開廃め激 しい横浜ディレク ト

リイは,正 確 さに欠けるところがある。来 日し

た人びとについて,本 国での伝承は得られない。

しかし,彼 らが日本業界に築いた系譜によって,

わが国洋服業形成 に,大 きな役割を果したこと

を知ることができる。
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叫佰凡 .Chronicle&Directoryは1903年 以 降Directory&Chronicleに 誌 名 変 更 。

TheJapanGazettDirectory.は1870年 以 降TheJapanDirectgryに 藩 名 変 更 。
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